
（別紙２） 

メディア芸術ナショナルセンター（仮称）構想の進捗について 

 

１．背景 

我が国のマンガ、アニメ・特撮、ゲーム等（以下「マンガ等」という。）は、国民に広く親しま

れているとともに、海外においても高い評価を受けるなど、我が国を代表し、文化的価値及

び国際的発信力を支える重要な文化です。 

マンガ等の制作過程において生み出される中間生成物（マンガの原画やネーム、アニメ

の原画やセル画、背景美術、特撮のミニチュアや合成素材、ゲームの企画書やキャラクタ

ー設定資料等。以下「中間生成物等」という。）は、創作の実態を示す重要な一次資料です

。しかし、作品完成後は廃棄されることも少なくなく、散逸や劣化が進み、体系的な整理・保

存・活用の枠組みが確立されているとは言い難い状況にあります。中間生成物等は、マン

ガ等に関連する資料の中でも、制作過程を示す資料として特に重要な位置付けを有するも

のです。 

文化庁は、このような課題認識に基づき、平成22年度よりマンガ等を含めたメディア芸術

の振興を目的とし、メディア芸術作品及び関連資料の収集・保存・活用に向けた分野横断

的なネットワークの構築及び全国の所蔵館等におけるアーカイブの取組への支援並びにク

リエイターの育成支援等の施策を推進してきました。 

 

２．メディア芸術ナショナルセンター（仮称）の整備に向けた主な取組 

文化庁は、メディア芸術の振興に関する施策の一環として、メディア芸術ナショナルセン

ター（仮称）の整備に向けて、主に下記の取り組みを行ってきました。 

令和５年度 

文化勲章受章者で我が国を代表するマンガ家、ちばてつや氏にご協力いただき、同氏の

マンガ原画等について調査研究を実施。中間生成物の整理・保存・活用に関する基礎的な

課題整理及び手法の検討を行いました。 

令和６年度 

令和５年度の成果を踏まえ、対象分野及び取組内容を拡充し、「マンガ・アニメ等中間生

成物の保存活用事業」として、マンガ、アニメ・特撮、ゲーム分野の中間生成物等について

より実践的な調査研究を開始しました。 

また、「マンガ、アニメ、特撮、ゲーム等の国際的な振興拠点及びメディア芸術連携基盤

等整備推進に関する検討会議」を開催。メディア芸術ナショナルセンター（仮称）の機能を有

する拠点の整備を推進するとされた政府方針（令和６年６月21日閣議決定「経済財政運営

と改革の基本方針2024」）も踏まえ、産業界と連携し、国としての振興拠点、及び全国関係

機関とのネットワークに求められる役割と機能のあり方について検討を行いました。本会議

によって、メディア芸術ナショナルセンター（仮称）を検討する上での基本的な考え方となる



構想を取りまとめ、国の国際的な振興拠点に期待される意義・必要性、役割及び主な機能

を整理しました。 

令和７年度 

令和６年度に引き続き「マンガ・アニメ等中間生成物の保存活用事業」を通じて、マンガ、

アニメ・特撮、ゲーム分野の中間生成物等の保存・活用に関する調査研究を行いました。

マンガ分野以外において実施した、主な取組は下記の通りです。 

・アニメにおける関連資料（制作過程で生み出される中間生成物等）を対象とした整理・保

存手法に関する調査研究 

・アーケードゲームを皮切りにゲーム関連資料を対象とした、保存・活用に向けた課題整理

及び方法論の検討 等 

 

３．参考：収蔵施設の建築計画について 

本事業に関連した取り組みとして、独立行政法人国立美術館において、国立映画アーカ

イブ相模原分館敷地内に、マンガ・アニメ・特撮・ゲーム分野の中間生成物と関連資料を収

蔵するための収蔵施設の建築計画を進めており、現在、基本設計に続き、実施設計に向

けた準備を行っています。 



 

 


